
　時計の針を手動で巻き戻すことは出
来ても、実際に過ぎ去った「古き良き
時代」が再び戻ることはない。しかし、

そうした時代の文化や価値観の中には、
今もしっかりと評価されているものがあ
る。「だからこそ、途絶えさせたくはない」

と次世代に伝えたいと熱心に活動している
人たちが北海道にもいる。
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「
夢
ふ
う
せ
ん
」
ブ
ラ
ン

ド
の
福
祉
施
設
等
を
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
を
中
心
に

全
道
展
開
す
る
エ
ム
リ
ン

ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
本
見
研
介
社
長
）
の
傘

下
、
エ
ム
リ
ン
ク
夢
ケ
ア

は
「
う
た
ご
え
喫
茶
」
を

毎
週
火
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
。
８
月
15
日
の
終
戦

記
念
日
の
前
に
は
恒
例
で

営
し
て
い
る
。
名
前
の
由

来
は
ラ
テ
ン
語
で
天
秤

を
意
味
す
る
「
リ
ブ
ラ
」、

仲
間
や
対
等
者
と
い
う
意

味
の
「
ピ
ア
」、
そ
し
て

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小
刀
禰
博

子
取
締
役
に
ち
な
ん
だ
。

 

「
う
た
ご
え
喫
茶
」
は
１

９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に

東
京
・
新
宿
が
発
祥
と
さ

れ
る
。
ピ
ー
ク
時
は
全
国

で
１
０
０
軒
以
上
あ
っ
た

と
言
わ
れ
、
70
年
代
に
衰

の
復
活
」
を
感
じ
取
っ
た

か
ら
。
管
内
合
唱
団
の
リ

ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
北
見
文
化
連
盟

理
事
長
を
務
め
る
本
見
氏

が
そ
の
魅
力
を
こ
う
語
る
。

 

「
同
じ
旋
律
を
一
緒
に
歌

う
こ
と
で
安
心
感
が
生
ま

れ
る
の
が
合
唱
と
大
き
く

違
う
と
こ
ろ
。
声
を
出
す

の
は
身
体
に
も
良
い
。
生

戦
争
や
平
和
を
テ
ー
マ
に

し
た
曲
を
歌
う
。

 

「
う
た
ご
え
喫
茶
」
を
開

い
て
い
る
の
は
北
見
市
中

心
部
か
ら
約
２
㌔
の
美
芳

町
に
あ
る
「
リ
ブ
ラ
ぴ
あ

～
の
」。
障
が
い
を
持
つ

人
が
仕
事
を
通
じ
て
自
己

成
長
し
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
る
場
所
と
し

て
就
労
支
援
事
業
所
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運

き
る
力
に
な
り
ま
す

ね
」

　

通
常
は
午
前
11
時

～
午
後
３
時
ま
で
、

お
昼
休
み
を
挟
ん
で

「
ほ
ぼ
歌
い
っ
ぱ
な

し
」の
状
態
。昭
和
歌

謡
や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
ロ
シ
ア
民
謡
な

ど
１
回
の
開
催
で
40

曲
程
度
を
歌
う
。
事

前
申
し
込
み
不
要
で

入
場
料
は
１
０
０
０

円
（
１
ド
リ
ン
ク
付

退
し
た
。

　

本
見
氏
が

「
北
見
で
も

や
ろ
う
」
と

思
い
立
っ
た

の
は
２
０
１

７
年
、
東
京

で
「
ブ
ー
ム

き
）。
客
層
は
中
高
年
齢

者
が
中
心
で
、
女
性
が
や

や
多
い
。

　

終
戦
記
念
日
の
前
に
は

戦
争
や
平
和
に
ち
な
ん
だ

曲
を
歌
う
。
長
崎
の
大
浦

天
主
堂
を
テ
ー
マ
に
し

た
『
長
崎
の
鐘
』
や
『
戦

争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
』
な
ど
だ
。

 

「
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

平
和
を
祈
る
。
う
た
ご
え

喫
茶
は
、
昭
和
が
生
ん
だ

一
つ
の
文
化
で
す
」

　

と
語
る
本
見
氏
は
、

 

「
火
曜
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
も
多
い
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
で
き
る
限
り
、
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」（
Ｔ
）

　

北
海
道
中
央
バ
ス
グ
ル

ー
プ
の
ニ
セ
コ
バ
ス
で
バ

ス
ガ
イ
ド
を
務
め
る
今い

ま

堀ほ
り

匡ま

佐さ

子こ

さ
ん
（
58
）
は
こ

の
６
月
30
日
、
自
費
出
版

で
『
発
車
オ
ー
ラ
イ
！　

泣
い
て
笑
っ
て
40
年　

北

の
大
地
で
バ
ス
ガ
イ
ド
』

を
上
梓
し
た
。
北
海
道
新

聞
夕
刊
で
２
０
１
２
年
か

ら
11
年
間
連
載
さ
れ
た
コ

ラ
ム
か
ら
厳
選
収
録
し
た

古き良き時代の   「昭和」
私たち

　は後世に伝え  たい

▲本見研介社長

今
堀
匡
佐
子
さ
ん

　
が

一
冊
に
ま
と
め
た

バ
ス
ガ
イ
ド
生
　
　
活 

40
年
の
泣
き
笑
い

北海道中央バス
グループ

北
見
で〝
う
た
ご
え
喫
茶
〟を
毎
週

開
催

本
見
社
　

　
長 「
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ

　
る

」

エムリンク
ホールディングス

〝昭和100年〟特別編集企画❸

▲アコーディオンを演奏する
スタッフの常田民さん

◀
毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

▲ピアノ演奏をする取締役の小刀禰博子さん

▲うたごえリーダーの宮村寛さん
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